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関西エリアにおける電力需給状況について
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

今夏における需給の状況について

今冬における需給ひっ迫状況について

本日、ご説明させていただく内容

3

4 16～



3

Kansai Transmission and Distribution,Inc.

2020年度夏季 最大電力実績の推移 (関西エリア)
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7月1日 7月8日 7月15日 7月22日 7月29日 8月5日 8月12日 8月19日 8月26日 9月2日 9月9日 9月16日 9月23日 9月30日

今夏の最大需要実績
8/21（金）2,910万kW
気温38.6℃ 使用率93％

(万kW) 供給力（想定）※
3,035万kW（7月）

供給力（想定）※
3,034万kW（8月）

でんき使用
率

需要実績

供給力（想定）※
2,848万ｋＷ（9月）

1,978
7/1(水)

昨夏（2019年）の
最大需要実績

8/2（金）2,816万kW

※電力需給検証報告書(2019.5) 「2020 年度猛暑H1 需要発生時の需給バランス」より

2,088
7/7(火)

1,978
7/16(木)

2,554
7/21(火)

2,911
8/21(金)

2,374
7/30(木)

2,573
8/6(木)

2,473
8/11(火)

2,759
8/25(火) 2,772

9/1(火)

2,455
9/8(火)

2,287
9/18(金)

1,947
9/24(木)

1,814
9/29(火)

〇今夏の最大需要実績は、8月21日に2,910万kWを記録、使用率93％でした。
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〇広域機関とりまとめの今冬の需給見通し（10/27時点）において、関西エリア単独の供給力見通しとして
は、予備率２％であったが、中西、また全９エリア全体では、予備率３％は確保できると想定。

〇さらに、連系線活用、不等時性、計画外停止を考慮※すると、関西エリアにおいて予備率３％を確保できる
見通しでした。 ※次ページ参照

連系線活用・不等時性・計画外停止未考慮 連系線活用・不等時性・計画外停止考慮

関西 中西６エリア 全９エリア
※沖縄除く

関西エリア 中西６エリア 全９エリア
※沖縄除く

供給力
（内電源Ⅰ´）

2,639
(122）

9,359
(200)

17,037
（373）

2,692
(122)

9,069
(200)

16,594
(373)

最大需要電力 2,587 8,713 16,027 2,555 8,605 15,900

供給予備力 52 646 1,010 138 463 694

供給予備率 2.0％ 7.4％ 6.3％ 5.4% 5.4％ 4.4％

予備率３％
確保に

対する不足分
▲25万kW 384万kW 529万kW 61万kW 205万kW 217万kW

(送電端,万kW,％）

＜参考：2020年10月27日 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会資料より＞
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2020/files/chousei_55_02_01.pdf

（電力需給検証資料より）関西エリアならびにその他エリアにおける需給見通し(1月)
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（電力需給検証資料より）電力需給バランスの評価について

2,692万kW
2,639万kW 2,555万kW

2,587万kW

考慮前 考慮後 考慮前 考慮後

〇冬季電力需給バランスの評価基準としては、過去10年間で最も厳気象（厳寒）であった年度並みの気象
条件での最大電力需要（厳気象H1需要）の103％の供給力確保とし、評価にあたっては以下の点を考慮。
 供給力は、地域間連系線を活用して、予備率が高いエリアから低いエリアへ、各エリアの予備率が均平化す

るように供給力を振り替えて評価する
 供給力は、全エリアであらかじめ計画外停止率を考慮する
 需要は、エリア間の最大需要発生の不等時性を考慮する

供給力 最大需要力

計画外停止を考慮（2.6%▲69)した
供給力において、連系線の空容量の範
囲内で、各エリアの予備率が均平化する
よう供給力を移動

最大需要発生の
不等時性を考慮

関西エリア需給見通し(1月)
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今冬の関西エリア最大電力および気温の推移

○ 12月中旬および年末年始は気温が平年に比べ低めに推移し、12月のエリア最大電力は、
12/17の2,353万kW、さらに1月のエリア最大電力は1/12の2,596万kWとなり、冬季の最
大記録を更新※しました。 ※：需要実績を関西エリアの送電端で公表することとした2016年度以降の実績
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気温【℃】
(大阪)今年度 日最高気温

今年度 日最低気温

平年最高気温

平年最低気温

：今年の土日祝日、年末年始（12/29～1/3）を表す

今年度の日々の最大電力

12月最大
2,353万kW(12/17)

送電端
【万ｋＷ】

今冬の需給見通し評価における最大電力需要
（過去10年間で最も厳寒であった気象条件での需要想定、不等時性考慮）

2,486万kW
2,555万kW

1月最大
2,596万kW(1/12)

：最低気温が平年最低気温を下回った日
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今冬の関西エリアの需要実績（kWh）の昨年比較

○ 12/1～1/31までの累積電力量は、2019年度が251億ｋWh、2020年度が264億ｋWhで
あり、約13億ｋWh増加しています。
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前年差（2020－2019）

2019年度

2020年度

2020年度最大
5.4億kWh(1/8)

12月1日～31日 1月1日～31日 合計

2020年度
（前年比）

128億kWh

（＋3％、+4億kWh）
136億kWh

（＋7％、+9億kWh）
264億kWh

（＋5％、+13億kWh）

月間電力量

エ
リ
ア
日
電
力
量

送電端
【億kWh】 2019年度最大

4.6億kWh(1/16)



8

Kansai Transmission and Distribution,Inc.

今冬の関西エリアの使用率の推移

○ 12月中旬以降、使用率は90%前後で推移しました。
○ 95%の超過が8回あり、1/9および1/12の使用率は99％となりました。

75

80

85

90

95

100

105

110

115

120

125

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

1
2
/1

1
2
/3

1
2
/5

1
2
/7

1
2
/9

1
2
/1

1

1
2
/1

3

1
2
/1

5

1
2
/1

7

1
2
/1

9

1
2
/2

1

1
2
/2

3

1
2
/2

5

1
2
/2

7

1
2
/2

9

1
2
/3

1

1
/2

1
/4

1
/6

1
/8

1
/1

0

1
/1

2

1
/1

4

1
/1

6

1
/1

8

1
/2

0

1
/2

2

1
/2

4

1
/2

6

1
/2

8

1
/3

0

関西エリア需要とでんき使用率の推移（12/1～1/24）
送電端

【万ｋＷ】

でんき使用率(2019)

供給力(2020)

エリア需要(2020) 1/9，1/12
99%

95

でんき
使用率
【％】

12月 1月

2019年度 0回 0回

2020年度 1回 7回

でんき使用率 95%超過回数

でんき使用率(2020)

＝需要/供給力
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関西エリアの今冬のエリア供給力の現状

太陽光

エリア供給力の内訳状況変化（イメージ）

原子力

揚水

火力

太陽光

その他
（エリア間融通など）

揚水

火力

現状

定期検査の延長
・ＬＮＧの高騰
・トラブル停止
・ｋWｈ増加によるフル稼働

全国的な電力不足
→揚水不足で調整力不足

厳気象により
発電量が不安定

全国的な厳しい寒波
→エリア間融通量の制約
スポット電力価格上昇
→インバランスの増加

想定

〇１２月中旬より気温が大きく低下し全国的に需要が高まっている状況の中で、原子力の定期検
査の延長や火力のトラブル、水力の渇水など、複数の要因が重なり、関西エリア全体の需給が
ひっ迫した状況となっています。
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※2 需給検証では月平均供給力が計上されているため、
月途中で起動する電源の供給力が計上されていることによる減。

今冬の需給見通し評価※1 1/12 実績
(ピーク11時)

差分 備考

最大需要
2,555万kW

(2,587万kW)
2,596万kW +41万kW

供給力

※電源Ⅰ´および火力増
出力運転を含む

2,692万kW
(2,639万kW)

2,665万kW ▲27万kW

主な供給力増減[万kW]

＜減少分＞
原子力等 ▲220

＜増加分＞
太陽光想定差 +36
火力補修差 +19
自家発追加調達 +9
電源Ⅲ増発等＋129

予備力 138万kW (52万kW) 69万kW ▲89万kW

予備率 5.4%(2.0%) 2.6% ▲2.8%

でんき使用率 - 97.4% -

※1 電力需給検証報告書［電力広域的運営推進機関］
カッコ内は連系線活用前の値

○ 厳寒時の最大需要想定を上回る需要になると同時に、供給力の減少もあり、想定より予備率が低下。

1/12の需給実績と電力需給検証報告書との比較
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実施済みの供給力対策メニュー 対策量 説明

電源Ⅲの増出力 1/11対策分

火力：734万kWh
水力：626万kWh

試運転カーブ変更、電源作
業中止による水力の増発

電源Ⅰ´の活用 1/7～1/11対策分

43万kWh
（10.5万kW）

対象の火力発電プラントの増
出力運転は実施済み

火力発電プラントの増出力運転 1/11対策分

72万kWh(4万kW)

広域機関指示の需給ひっ迫融通受電 － P.12 参照

自家発の焚き増し
（増出力要請分）

1/11対策分

254万kWh
（最大10.3万kW）

430件に要請し82件承諾

追加の燃料調達（LNG・石油） 12/24~1/7に確定した追加調達
量（2月受入れ予定分を含む）

18億kWh相当

需要増等に伴う燃料消費を
補うため追加調達を実施

○ 至近の需給状況を踏まえ以下の供給力対策を実施しています。

当社がこれまで実施してきた供給力対策
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○ 年末年始において、他の一般送配電事業者からのひっ迫融通を受電しており、実績は以下のとおりです。

関西エリアにおける需給ひっ迫融通受電実績

対象日 回数 ひっ迫融通受電量 送電会社

12/15 4 最大130万kW 合計1,435万kWh 東京、中部、北陸、中国、四国、九州

12/16 2 最大150万kW 合計877万kWh 東京 北陸、中国、四国、九州

12/27 1 最大200万kW 合計1,762万kWh 北海道 中部、北陸、中国 九州

12/28 1 最大200万kW 合計1,932万kWh 北海道 中部、北陸、中国、四国、九州

1/5 1 最大35万kW 合計70万kWh 北海道、東北 北陸

1/6 5 最大69万kW 合計440万kWh 北海道、東北 北陸、中国、四国、九州

1/7 3 最大28万kW 合計57万kWh 中国 九州

1/8 14 最大150万kW 合計840万kWh 北海道 東京、中部

1/9 12 最大95万kW 合計1,091万kWh 東北、東京、中部、北陸 四国

1/10 10 最大100万kW 合計1,019万kWh 東京、中部、北陸 四国

1/11 14 最大167万kW 合計2,544万kWh 北海道、東北、東京、中部、北陸

1/12 11 最大189万kW 合計1,121万kWh 北海道、東北、東京、中部、北陸

1/13 6 最大204万kW 合計1,798万kWh 東北、東京、中部、北陸 九州

1/14 7 最大168万kW 合計264万kWh 中部、北陸 四国、九州

1/15 3 最大100万kW 合計853万kWh 東京、中部 九州
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○ 全国的に需給が厳しいことから、関西以外のエリアにおいても、電力広域的運営推進機関の指
示による需給ひっ迫融通が行われています。

全国の需給ひっ迫融通受電状況

＜参考：2021年1月19日電力・ガス基本政策小委員会資料4-1＞
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〇1月12日、関西エリアの最大電力が2,596万ｋＷとなり、冬季の最大記録を更新しました。
〇１２月中旬より気温が大きく低下し全国的に需要が高まっている状況の中、原子力の定期検

査の延長や火力のトラブル、水力の渇水など、複数の要因が重なり、関西エリア全体の需給が
ひっ迫した状況が続いています。

〇年末以降、応援融通を受け、安定供給に努め、関西電力グループとして、供給力を確保すべく
燃料の追加調達や、広域機関を通じた応援融通の確保など、最大限の努力を行っています。

その他
（エリア間融通など）

2,665万kW

供給力 需要

想定 実績（10～11時）

2,692万kW
2,596万kW

想定

2,555万kW

原子力 154

火力ほか 2,230

太陽光 39

揚水 269

火力ほか 2,250

実績（10～11時）

ひっ迫融通 30

揚水 310

太陽光 75

原子力 0

(送電端,万kW,％）

（まとめ）関西エリアにおける需給状況

太陽光 75
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〇JEPXスポット市場は、12月中旬以降高騰しており、1/15の関西エリアプライスは最高242円/kWhとなっています。
〇全国的に供給力が不足しており、売り入札量が少なくなっている状況です。

1/12

1/12

（参考） JEPXスポット市場の動向について

スポット市場の売り買い入札量と約定量（全国）
買い入札量(kWh) 約定総量(kWh) 売り入札量(kWh)

0

50

100

150

200

250 スポット市場約定価格（1/21までの実績）
エリアプライス東京(円/kWh) エリアプライス関西(円/kWh)

円/kWh

買い入札量

売り入札量

最高：242円/kWh

30

20

百万kWh

12/11 12/21 1/211/1

買い入札に対して、売り入札
量が少なく未達が発生

1/11

12/11 12/21 1/211/1 1/11
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〇11月下旬以降、LNG生産設備の供給不調や、パナマ運河混雑による通航の遅れなどに加え、厳
冬による需要増によりＬＮＧ市場は極端に引き締まり、価格が高騰しています。

11月 12月

カタールプロジェクトでの
供給不調

豪州プロジェクトの供給不安

中国北部・韓国における需
要の高まり（厳冬見通し）

・インドネシアプロジェクトでの供給不調
・マレーシアプロジェクト計画外停止

1月

パナマ運河の混雑による通航の遅れ

寒波による中･日･韓の需要急増

（参考）ＬＮＧスポット価格の推移（11月下旬～1月上旬）


